
子どもの数
10億人以上

ユニセフ募金への
　世界各地で猛威を振るう異常気象。焼けつくような日照りの中で、あふれ返る汚れた水の中で、抵抗力の弱い子どもたち

が命を奪われています。現在、気候変動の被害リスクがきわめて高い子どもは約10億人。その大半が、くり返し襲う災害か

ら身を守るすべを持たない、貧しい国々の子どもたちです。

募金の方法
共同購入（班配・個配）では、
11月4回（11/10～11/14）～12月3回（12/1～12/5）
注文書の募金カンパ欄より募金を受け付けています。

店舗・組合員会館では、
11月10日（月）～
12月  5日（金）まで
募金箱を設置します。

他の方法
でも募金
できます

※通信欄に「ユニセフ募金」と明記してください。手数料は各自ご負担ください。なお、お預かりした募金
は税額控除対象とはなりません。予めご了承ください。  ※平和募金は4ケタ・6ケタ注文欄「001418」で受
け付けています。  ※募金については記入していただいた回のみの募金になります。
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ユニセフ
募金 1

「１」と記入すると、
1口100円の募金となります。

（100円単位）

募金カンパ欄1417に
口数をご記入ください。

共同購入の注文書

ご協力をお願いします

パルコープでは「平和な世界と子どもたちのしあわせ」を願ってユニセフ活動をすすめています

※世界の子ども人口のほぼ半数に相当、2021年時点※世界の子ども人口のほぼ半数に相当、2021年時点

　洪水などで家屋が浸水した被災地では、細菌やカビ
の繁殖、害虫の発生、下水による汚染により、不衛生で
感染症が発生しやすい状態になります。感染症は、幼
い子どもたちの命に大きな脅威をもたらします。5歳未
満児の死亡原因の約3割は、肺炎・マラリア・下痢です。

気候危機で極めて高い
リスクにさらされている
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感染症の蔓延

水不足に直面している子どもの数 7億3900万人※2022年時点

　世界のすべての地域は、安全な水の不足という課題に直面しています。近年、アフリカ
のサヘル地域で記録的な干ばつが相次いでいるように、災害はより頻繁かつ深刻になって
おり、影響を受ける地域も広がっています。こうした水の問題は、気候変動の影響によっ
て今後さらに悪化すると予測されています。
左写真：深刻な干ばつ被害のため、農作物は不作となり、水場は干上がり、食料不安につ
ながっている（ザンビア）。



　幼い子どもに下痢や脱水症で命を落とさないよう給水
支援や浄水剤の配付。栄養不良の子どもの命綱である栄
養治療食の提供や、感染症を防ぐ消毒薬の散布や予防接
種も展開しています。

ユニセフは、世界中で年間何千万人もの人々のために

緊急給水を行い、子どもたちが今日を生きのびるための

衛生・栄養・医療などの支援を迅速に届けています

最も被害を受ける
弱い立場の子どもたち。

全力で守ります。

　パルコープでは組合員さんから199万8,377円寄せられました。91年からユニセフ
募金に取り組み、累計9,654万9,864円の募金を日本ユニセフ協会へお送りしました。
　ご協力ありがとうございました。
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深刻な栄養不良の子どもを回復させる
栄養治療食95袋に変わります。

5,000円の
ご支援が集まれば…

5人家族が1カ月間安全な水を利用できる
浄水剤27家族分に変わります。

10,000円の
ご支援が集まれば…
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熱中症や下痢による脱水症状を和らげる
経口補水塩（ORS）1,685袋に変わります。

30,000円の
ご支援が集まれば…

2024年度 ユニセフ募金のご協力ありがとうございました

あなたのご支援でできること ※いずれも2025年5月現在の価格
（1米ドル=151円で計算）。
※いずれも2025年5月現在の価格
（1米ドル=151円で計算）。
※いずれも2025年5月現在の価格
（1米ドル=151円で計算）。

みなさんの少しずつのご支援で、子どもたちの命が救えます。

　2025年4月4日に、
大阪ユニセフ協会（日
本ユニセフ協会協定
地域組織）へ2024年
度のユニセフ募金を
お渡ししました。

　子どもたちを守るには、地域社会で被害に対応できる態勢を整えるこ
とが不可欠です。ユニセフの研修を受けた母親ケアチーム200組以上
が、子どもの栄養や衛生習慣の勉強会を開き、地域ぐるみで災害を乗り
超える大きな力となっています。

© UNICEF/UN0839510/UNICE
F Malawi

マラウイ
地域ぐるみで、くり返し発生する災害に備える

写真：被災した子どもたちにおかゆを配るマラウイの母親ケアチーム

生活協同組合おおさかパルコープ 理事会室  TEL：06-6242-0904　FAX：06-6242-0926


